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明
治
四
十
三
年
（
西
暦
一
九
一
〇
）
六
月
二
日

　
東
京
各
新
聞
社
、
東
京
地
方
裁
判
所
檢
事
局
よ
り
本
件
の
犯
罪
に
關
す
る
一
切
の
事
の
記
事
差
止
命
令

　
を
受
く
。
各
新
聞
社
皆
こ
の
命
令
に
よ
つ
て
初
め
て
本
件
の
發
生
を
知
れ
り
。
命
令
は
や
が
て
全
國
の

　
新
聞
社
に
通
達
せ
ら
れ
た
り
。

同
年
六
月
三
日

　
本
件
の
犯
罪
に
關
す
る
記
事
初
め
て
諸
新
聞
に
出
づ
。
但
し
主
と
し
て
秋
水
幸
徳
傳
次
郎
が
相
州
湯
ヶ

　
原
の
温
泉
宿
よ
り
拘
引
せ
ら
れ
た
る
を
報
ず
る
の
み
に
し
て
、
犯
罪
の
種
類
内
容
に
就
い
て
は
未
だ
何

　
等
の
記
載
を
見
ず
。

　
比
較
的
長
文
の
記
事
を
掲
げ
た
る
東
京
朝
日
新
聞
に
よ
れ
ば
、
幸
徳
傳
次
郎
は
四
十
三
年
四
月
七
日
、

　
妻
（
内
縁
の
妻
管
野
す
が
）
と
共
に
相
模
國
足
柄
下
郡
土
肥
村
大
字
湯
ヶ
原
に
到
り
、
温
泉
宿
天
野
屋

　
に
在
り
て
專
心
「
基
督
傳
」
の
著
述
に
從
ひ
、
五
月
六
日
妻
と
共
に
一
旦
歸
京
、
同
月
十
日
更
に
單
身

　
同
地
に
到
り
、
悠
々
と
し
て
著
述
の
筆
を
續
け
ゐ
た
る
も
の
に
し
て
、
六
月
一
日
に
至
り
、
歸
京
す
る

　
旨
を
告
げ
て
午
前
七
時
三
十
分
頃
天
野
屋
を
立
出
で
、
人
力
車
を
驅
り
て
輕
便
鐵
道
停
車
場
に
急
ぐ
途

　
中
、
東
京
、
横
濱
の
兩
地
方
裁
判
所
判
、
檢
事
及
び
小
田
原
區
裁
判
所
の
名
越
判
事
等
の
一
行
六
名
に
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逢
ひ
、
直
ち
に
取
押
へ
ら
れ
て
一
旦
湯
ヶ
原
駐
在
所
に
引
致
さ
れ
、
令
状
執
行
の
上
身
體
檢
査
を
受
け

　
て
同
午
前
九
（
？
）
時
十
六
分
同
地
發
輕
便
鐵
道
に
よ
り
東
京
に
護
送
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
而
し

　
て
同
紙
は
、
幸
徳
は
數
ヶ
月
前
よ
り
其
同
志
中
の
或
一
部
よ
り
變
節
者
を
以
て
目
せ
ら
れ
、
暗
殺
、
天

　
誅
等
の
語
を
蒙
る
に
至
り
し
よ
り
、
警
視
廳
は
却
つ
て
刑
事
を
派
し
て
同
人
を
警
護
せ
し
め
、
後
同
志

　
の
激
昂
漸
く
鎭
靜
す
る
に
及
び
て
戒
を
解
く
に
至
り
し
も
の
に
し
て
、
湯
ヶ
原
駐
在
巡
査
の
如
き
は
、

　
拘
引
當
日
、
同
人
の
引
か
れ
て
駐
在
所
に
入
る
に
逢
ひ
て
其
何
の
故
な
る
か
を
知
る
に
苦
し
み
し
旨
、

　
及
び
同
じ
く
天
野
屋
に
滯
在
中
の
田
岡
嶺
雲
氏
が
、
幸
徳
と
同
郷
の
知
人
た
る
故
を
以
て
、
幸
徳
拘
引

　
後
種
々
の
迷
惑
を
享
け
た
る
旨
を
附
記
せ
り
。
こ
の
記
事
は
「
社
會
主
義
者
捕
縛
」
と
題
し
た
る
も
の

　
に
し
て
、
約
一
段
に
及
べ
り
。

同
年
六
月
五
日

　
こ
の
日
の
諸
新
聞
に
初
め
て
本
件
犯
罪
の
種
類
、
性
質
に
關
す
る
簡
短
な
る
記
事
出
で
、
國
民
を
し
て

　
震
駭
せ
し
め
た
り
。

　
東
京
朝
日
新
聞
の
記
事
は
「
無
政
府
黨
の
陰
謀
」
と
題
し
、
一
段
半
以
上
に
亘
る
も
の
に
し
て
、
被
檢

　
擧
者
は
幸
徳
の
外
に
管
野
す
が
、
宮
下
太
吉
、
新
村
忠
雄
、
新
村
善
兵
衞
、
新
田
融
、
古
川
力
藏
（
作
）

　
の
六
名
に
し
て
、
信
州
明
科
の
山
中
に
於
て
爆
裂
彈
を
密
造
し
、
容
易
な
ら
ざ
る
大
罪
を
行
は
ん
と
し
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た
る
も
の
な
る
旨
を
記
し
、
更
に
前
々
日
の
記
事
を
補
足
し
て
、
幸
徳
が
昨
（
四
十
二
）
年
秋
以
來
友

　
人
な
る
細
野
次
郎
氏
の
斡
旋
に
て
警
視
廳
の
某
課
長
と
數
次
の
會
見
を
重
ね
、
遂
に
主
義
宣
傳
を
斷
念

　
す
る
こ
と
を
誓
ひ
て
同
人
に
關
す
る
警
戒
を
解
か
れ
た
る
事
、
及
び
其
友
人
荒
畑
寒
村
が
赤
旗
事
件
の

　
罪
に
坐
し
て
入
獄
中
、
同
人
内
縁
の
妻
管
野
す
が
を
妻
（
内
縁
）
と
し
た
る
事
等
に
よ
り
て
同
志
の
怨

　
恨
を
買
ひ
た
る
も
の
な
る
が
、
近
來
表
面
頗
る
謹
愼
の
状
あ
り
し
は
事
實
な
る
も
、
そ
は
要
す
る
に
遂

　
に
表
面
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
る
べ
し
と
記
載
し
、
終
り
に
東
京
地
方
裁
判
所
小
林
檢
事
正
の
談
を
掲
げ
た

　
り
。
曰
く
、

　
　
今
囘
の
陰
謀
は
實
に
恐
る
べ
き
も
の
な
る
が
、
關
係
者
は
只
前
記
七
名
の
み
の
間
に
限
ら
れ
た
る
も

　
　
の
に
し
て
、
他
に
一
切
連
累
者
な
き
事
件
な
る
は
余
の
確
信
す
る
所
な
り
。
さ
れ
ば
事
件
の
内
容
及

　
　
び
そ
の
目
的
は
未
だ
一
切
發
表
し
が
た
き
も
、
只
前
記
無
政
府
主
義
者
男
四
名
女
一
名
が
爆
發
物
を

　
　
製
造
し
、
過
激
な
る
行
動
を
な
さ
ん
と
し
た
る
事
發
覺
し
、
右
五
名
及
連
累
者
二
名
は
起
訴
せ
ら
れ

　
　
た
る
趣
の
み
は
本
（
四
）
日
警
視
廳
の
手
を
經
て
發
表
せ
り
。
云
々
。

　
尚
同
記
事
中
、
東
京
に
於
て
は
社
會
主
義
者
に
對
す
る
警
戒
取
締
頗
る
嚴
重
な
る
た
め
、
爾
後
漸
く
其

　
中
心
地
方
に
移
る
に
至
り
、
特
に
長
野
縣
屋
代
町
は
新
村
融
（
忠
雄
）
の
郷
里
に
し
て
、
同
人
は
社
會

　
主
義
者
中
に
あ
り
て
も
最
も
熱
心
且
つ
過
激
な
る
者
な
る
よ
り
、
自
然
同
地
は
目
下
同
主
義
者
の
一
中
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心
と
し
て
附
近
の
同
志
約
四
十
名
を
數
へ
居
る
事
、
及
び
現
在
日
本
に
於
け
る
社
會
主
義
者
中
、
判
然

　
無
政
府
黨
と
目
す
べ
き
者
約
五
百
名
あ
る
事
を
載
せ
た
り
。

同
年
六
月
八
日

　
東
京
朝
日
新
聞
は
、
去
る
三
日
和
歌
山
縣
東
牟
婁
郡
新
宮
町
に
て
、
祿
亭
事
ド
ク
ト
ル
大
石
誠
之
助
を

　
初
め
同
人
甥
西
村
伊
作
、
牧
師
沖
野
岩
三
郎
外
五
名
家
宅
搜
索
を
受
け
、
五
日
大
石
は
令
状
を
執
行
さ

　
れ
、
六
日
警
官
三
名
の
護
衞
の
下
に
東
京
に
護
送
せ
ら
れ
た
る
旨
を
報
ぜ
り
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
大
石

　
は
米
國
に
遊
び
て
醫
學
を
治
め
、
ド
ク
ト
ル
の
稱
號
あ
り
、
甥
西
村
は
こ
れ
も
歐
米
に
遊
び
た
る
事
あ

　
り
て
家
に
は
五
十
萬
圓
以
上
の
資
産
あ
り
、
地
方
人
士
の
崇
拜
を
受
け
、
青
年
團
の
行
動
を
左
右
す
る

　
程
の
勢
力
あ
り
と
。

　
翌
九
日
に
至
り
て
同
紙
の
載
せ
た
る
詳
報
は
同
人
等
の
名
望
を
否
定
し
た
り
。

同
年
六
月
十
三
日

　
「
婦
人
社
會
主
義
者
喚
問
」
と
題
し
、
甲
府
市
に
在
る
宮
下
太
吉
の
姉
妹
に
關
す
る
記
事
東
京
朝
日
に

　
出
づ
。

同
年
六
月
二
十
一
日

　
東
京
朝
日
新
聞
は
「
無
政
府
主
義
者
の
全
滅
」
と
題
し
、
和
歌
山
に
於
け
る
大
石
、
岡
山
に
於
け
る
森
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近
等
の
捕
縛
を
最
後
と
し
て
、
本
件
の
檢
擧
も
一
段
落
を
告
げ
た
る
も
の
と
な
し
、
斯
く
て
日
本
に
於

　
け
る
無
政
府
主
義
者
は
事
實
上
全
く
滅
亡
し
た
る
も
の
に
し
て
、
第
二
の
宮
下
を
出
さ
ざ
る
限
り
は
國

　
民
は
枕
を
高
う
し
て
眠
る
を
得
ん
云
々
の
文
を
掲
げ
た
り
。

　
文
中
ま
た
今
日
の
如
き
嚴
重
な
る
取
締
の
下
に
在
り
て
彼
等
が
如
何
に
し
て
此
の
如
き
大
陰
謀
を
企
て
、

　
相
互
の
間
に
連
絡
を
取
り
た
る
か
に
言
及
し
、
其
巧
妙
な
る
連
絡
法
の
一
例
と
し
て
、
彼
等
が
新
聞
紙

　
中
の
活
字
に
符
號
を
付
し
て
送
り
、
受
信
者
は
其
符
號
に
從
つ
て
文
字
を
拾
ひ
讀
み
し
、
以
て
其
意
を

　
汲
む
に
及
び
て
之
を
燒
棄
し
て
ゐ
た
る
も
の
な
る
を
記
せ
り
。

　
因
に
、
本
件
は
最
初
社﹅
會﹅
主﹅
義﹅
者﹅
の
陰
謀
と
稱
せ
ら
れ
、
や
が
て
東
京
朝
日
新
聞
、
讀
賣
新
聞
等
二
三

　
の
新
聞
に
よ
り
て
、
時
に
そ
の
本
來
の
意
味
に
、
時
に
社
會
主
義
と
同
義
に
、
時
に
社
會
主
義
中
の
過

　
激
な
る
分
子
て
ふ
意
味
に
於
て
無﹅
政﹅
府﹅
主﹅
義﹅
な
る
語
用
ゐ
ら
る
る
に
至
り
、
後
檢
事
總
長
の
發
表
し
た

　
る
本
件
犯
罪
摘
要
に
よ
り
て
無﹅
政﹅
府﹅
共﹅
産﹅
主﹅
義﹅
の
名
初
め
て
知
ら
れ
た
り
と
雖
も
、
社
會
主
義
無
政
府

　
主
義
の
二
語
の
全
く
沒
常
識
的
に
混
用
せ
ら
れ
、
亂
用
せ
ら
れ
た
る
こ
と
、
延
い
て
本
件
の
最
後
に
至

　
れ
り
。
啻
に
新
聞
紙
の
記
事
、
一
般
士
民
の
話
柄
に
於
て
然
り
し
の
み
な
ら
ず
、
本
件
裁
判
確
定
後
間

　
も
な
く
第
二
十
七
議
會
に
於
て
試
み
ら
れ
た
る
一
衆
議
院
議
員
の
質
問
演
説
中
、
ま
た
本
件
を
呼
ぶ
に

　
社
會
主
義
者
云
々
の
語
を
以
て
し
た
る
を
見
る
。
而
し
て
其
結
果
と
し
て
、
社
會
主
義
と
は
啻
に
富
豪
、
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官
權
に
反
抗
す
る
の
み
な
ら
ず
、
國
家
を
無
視
し
、
皇
室
を
倒
さ
ん
と
す
る
恐
る
べ
き
思
想
な
り
と
の

　
概
念
を
一
般
民
衆
の
間
に
流
布
せ
し
め
た
る
は
、
主
と
し
て
其
罪
無
知
且
つ
不
謹
愼
な
る
新
聞
紙
及
び

　
其
記
者
に
歸
す
べ
し
。
又
一
方
よ
り
見
れ
ば
、
斯
く
の
如
き
は
以
て
國
民
の
理
解
の
程
度
未
だ
本
件
の

　
眞
意
義
を
咀
嚼
す
る
能
は
ざ
る
一
證
左
と
す
べ
し
。

同
年
　
月

　
（
こ
の
項
缺
）

同
年
八
月
四
日

　
文
部
省
は
訓
令
を
發
し
て
、
全
國
圖
書
館
に
於
て
社
會
主
義
に
關
す
る
書
籍
を
閲
覽
せ
し
む
る
事
を
嚴

　
禁
し
た
り
。
後
内
務
省
も
亦
特
に
社
會
主
義
者
取
締
に
關
し
て
地
方
長
官
に
訓
令
し
、
文
部
省
は
更
に

　
全
國
各
直
轄
學
校
長
及
び
各
地
方
長
官
に
對
し
、
全
國
各
種
學
校
教
職
員
若
し
く
は
學
生
、
生
徒
に
し

　
て
社
會
主
義
の
名
を
口
に
す
る
者
は
、
直
ち
に
解
職
又
は
放
校
の
處
分
を
爲
す
べ
き
旨
内
訓
を
發
し
た

　
り
と
聞
く
。

同
年
八
月
二
十
九
日

　
韓
國
併
合
詔
書
の
煥
發
と
同
時
に
、
神
戸
に
於
て
岡
林
寅
松
、
小
林
丑
治
外
二
名
檢
擧
せ
ら
れ
、
韓
人
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と
通
じ
て
事
を
擧
げ
ん
と
し
た
る
社
會
主
義
者
な
り
と
傳
へ
ら
る
。

同
年
九
月
六
日

　
こ
の
日
安
寧
秩
序
を
紊
亂
す
る
も
の
と
し
て
社
會
主
義
書
類
五
種
發
賣
を
禁
止
せ
ら
れ
、
且
つ
殘
本
を

　
差
押
へ
ら
れ
た
り
。

　
爾
後
約
半
月
の
間
、
殆
ど
毎
日
數
種
、
時
に
十
數
種
の
發
賣
禁
止
を
見
、
全
國
各
書
肆
、
古
本
屋
、
貸

　
本
屋
は
何
れ
も
警
官
の
臨
檢
を
受
け
て
、
少
き
は
數
部
、
多
き
は
數
十
部
を
差
押
へ
ら
れ
た
り
。
而
し

　
て
右
は
何
れ
も
數
年
前
若
し
く
は
十
數
年
前
の
發
行
に
係
る
も
の
に
し
て
、
長
く
坊
間
に
流
布
し
て
其

　
頒
布
自
由
な
り
し
も
の
な
り
。
若
し
夫
れ
臨
檢
警
官
の
差
押
へ
た
る
書
中
、
其
録
す
る
所
全
く
社
會
主

　
義
に
關
せ
ざ
る
も
猶
題
號
に
「
社
會
」
の
二
字
あ
る
が
爲
に
累
を
受
け
た
る
も
の
あ
り
し
と
い
ふ
に
至

　
り
て
は
、
殆
ど
一
笑
に
も
値
ひ
し
が
た
し
。
「
昆
蟲
社
會
」
な
る
雜
誌
（
？
）
の
發
行
者
亦
刑
事
の
爲

　
に
訊
ね
ら
る
る
所
あ
り
た
り
と
い
ふ
。
發
賣
禁
止
書
類
中
左
の
數
種
あ
り
。

　
　
通
俗
社
會
主
義
（
堺
利
彦
著
）

　
　
七
花
八
裂
（
杉
村
楚
人
冠
著
）

　
　
兆
民
先
生

　
　
普
通
選
擧
の
話
（
西
川
光
二
郎
著
）
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近
世
社
會
主
義
史
（
田
添
幸
枝
著
）

　
　
社
會
學
講
義
（
大
月
隆
著
）

　
　
良
人
の
自
白
（
小
説
）
前
篇
及
後
篇
（
木
下
尚
江
）

　
　
社
會
主
義
神
隨
（
幸
徳
秋
水
著
）

同
年
九
月
十
九
日

　
東
京
朝
日
新
聞
の
左
の
如
き
記
事
あ
り
。

　
　
◎
社
會
主
義
者
の
檢
擧

　
　
　
　
　
▽
神
奈
川
縣
警
察
部
の
活
動

　
　
神
奈
川
縣
警
察
部
は
數
日
前
よ
り
縣
下
各
警
察
署
に
命
じ
市
郡
に
散
在
せ
る
結
社
の
内
偵
を
爲
し
つ
ゝ

　
　
あ
り
し
が
、
機
愈
〻
熟
し
た
り
と
見
え
服
部
檢
事
は
各
署
に
到
り
て
密
々
打
合
を
爲
し
、
遂
に
加
賀

　
　
町
署
に
命
を
傳
へ
一
昨
夜
根
岸
町
柏
原
田
中
佐
市
（
四
十
五
）
長
者
町
九
丁
目
菓
子
屋
金
子
新
太
郎

　
　
（
三
十
八
）
の
兩
人
は
松
山
豫
審
判
事
の
令
状
を
以
て
直
ち
に
根
岸
の
未
決
監
に
收
容
さ
れ
、
又
根

　
　
岸
町
字
芝
生
大
和
田
忠
太
郎
（
三
十
）
末
吉
町
三
の
四
一
畫
工
高
畑
己
三
郎
（
三
十
二
）
の
兩
人
も

　
　
拘
引
取
調
を
受
け
、
同
町
四
の
五
三
代
書
業
吉
田
只
次
（
四
十
）
及
び
神
奈
川
町
字
臺
獨
逸
醫
學
博

　
　
士
加
藤
時
次
郎
の
二
人
は
家
宅
搜
索
を
受
け
た
れ
ど
も
拘
引
せ
ら
れ
ず
、
右
の
内
第
一
に
逮
捕
さ
れ

10日本無政府主義者陰謀事件經過及び附帶現象



　
　
し
田
中
佐
一
は
土
地
家
屋
を
所
有
し
相
當
資
産
あ
り
て
同
志
の
祕
密
出
版
其
他
の
費
用
を
も
負
擔
し

　
　
居
た
る
も
の
な
り
と
。
尚
今
囘
家
宅
搜
索
の
際
押
收
せ
る
も
の
は
近
頃
發
賣
禁
止
と
な
り
た
る
書
籍

　
　
と
同
志
間
の
往
復
書
類
及
び
横
濱
に
於
け
る
祕
密
出
版
物
等
な
る
が
、
昨
日
は
日
曜
に
も
拘
ら
ず
警

　
　
察
部
よ
り
今
井
警
部
、
山
口
警
部
補
出
動
し
加
賀
町
署
と
協
力
引
續
き
活
動
を
爲
し
つ
ゝ
あ
り
。

同
年
九
月
二
十
三
日

　
東
京
朝
日
新
聞
に
左
の
如
き
記
事
あ
り
。

　
　
◎
社
會
主
義
者
の
取
調

　
　
恐
る
べ
き
大
陰
謀
を
企
て
た
る
幸
徳
秋
水
、
管
野
す
が
等
の
社
會
黨
員
に
對
す
る
其
筋
の
大
檢
擧
は
、

　
　
東
京
、
横
濱
、
長
野
、
神
戸
、
和
歌
山
其
他
全
國
各
地
に
亘
り
て
着
々
進
行
し
、
彼
の
故
奧
宮
檢
事

　
　
正
の
實
弟
、
公
證
人
奧
宮
某
の
如
き
も
、
被
檢
擧
者
の
一
人
に
數
へ
ら
る
ゝ
に
至
り
た
り
、
斯
く
て

　
　
大
審
院
に
於
て
は
特
別
組
織
の
下
に
彼
等
の
審
理
に
着
手
し
、
松
室
檢
事
總
長
は
神
戸
よ
り
上
京
し

　
　
た
る
小
山
檢
事
正
及
び
大
賀
、
武
富
等
の
專
任
を
し
て
夫
々
監
獄
に
就
き
て
取
調
べ
を
進
め
つ
ゝ
あ

　
　
り
、
何
さ
ま
重
大
な
る
案
件
の
事
と
て
各
被
告
は
夫
々
別
房
に
分
ち
て
收
禁
し
つ
ゝ
あ
り
と
な
り
。

　
　
◎
京
都
の
社
會
主
義
者
狩

　
　
社
會
主
義
者
に
對
す
る
現
内
閣
の
方
針
は
こ
れ
を
絶
對
的
に
掃
蕩
し
終
ら
ず
ん
ば
止
ま
じ
と
す
る
模
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樣
あ
り
、
東
京
の
檢
擧
に
次
で
大
阪
、
神
戸
等
に
於
け
る
大
檢
擧
と
な
り
、
近
く
は
幸
徳
秋
水
等
の

　
　
公
判
開
廷
さ
れ
ん
と
す
る
に
際
し
こ
ゝ
に
又
々
京
都
方
面
に
於
て
極
め
て
秘
密
の
間
に
社
會
主
義
者

　
　
の
大
檢
擧
に
着
手
し
た
る
樣
子
あ
り
、
未
だ
知
ら
れ
ざ
り
し
社
會
主
義
者
又
は
社
會
主
義
に
近
き
傾

　
　
向
を
有
す
る
同
地
方
の
青
年
等
は
恟
々
安
か
ら
ず
と
云
ふ
。

同
年
九
月
二
十
四
日

　
東
京
朝
日
新
聞
紐
育
電
報
中
左
の
一
項
あ
り
。

　
　
◎
日
本
社
會
黨
論
評
（
同
上
）

　
　
二
十
一
、
二
兩
日
の
諸
新
聞
は
日
本
の
社
會
黨
が
容
易
な
ら
ざ
る
大
逆
の
陰
謀
を
企
て
居
れ
り
と
の

　
　
報
を
載
せ
、
中
に
も
ウ
オ
ー
ル
ド
新
聞
の
如
き
は
日
本
は
今
日
ま
で
は
善
良
な
る
文
明
を
輸
入
し
居

　
　
り
し
も
今
日
は
追
々
惡
し
き
文
明
を
輸
入
し
初
め
た
り
と
論
じ
居
れ
り
。

　
又
左
の
記
事
あ
り
。

　
　
◎
堺
大
杉
等
の
轉
監

　
　
　
　
　
▽
極
秘
密
に
東
京
へ
送
る

　
　
今
囘
の
社
會
主
義
者
檢
擧
に
就
き
赤
旗
事
件
に
依
り
千
葉
監
獄
に
服
役
中
な
る
社
會
主
義
者
堺
枯
川
、

　
　
大
杉
榮
等
に
對
し
去
月
下
旬
東
京
地
方
裁
判
所
小
原
檢
事
は
同
監
獄
に
出
張
取
調
ぶ
る
所
あ
り
し
が
、
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東
京
檢
事
局
に
て
は
審
理
及
び
搜
査
上
不
便
少
か
ら
ざ
る
よ
り
、
同
人
等
の
轉
監
を
申
込
み
來
り
た

　
　
れ
ば
二
十
二
日
夜
八
時
東
京
監
獄
よ
り
押
送
吏
は
刑
事
巡
査
數
名
と
共
に
千
葉
監
獄
に
來
り
極
め
て

　
　
秘
密
の
中
に
堺
、
大
杉
外
一
名
を
東
京
に
護
送
し
た
り
。
（
千
葉
電
話
）

　
但
し
右
に
移
監
に
非
ず
し
て
滿
期
出
獄
と
な
り
た
る
も
の
な
り
。

同
年
十
月
五
日

　
東
京
朝
日
新
聞
左
の
記
事
を
掲
ぐ
。

　
　
◎
社
會
主
義
者
の
疲
弊

　
　
　
　
　
▽
守
田
文
治
と
福
田
武
三
郎
拘
引

　
　
　
　
　
▽
社
會
主
義
は
不
自
由
な
も
の
だ

　
　
以
前
よ
り
其
筋
の
注
意
を
受
け
居
た
る
社
會
主
義
者
守
田
文
治
（
二
十
九
）
福
田
武
三
郎
（
二
十
七
）

　
　
は
昨
四
日
午
前
何
れ
も
自
宅
よ
り
檢
事
局
へ
拘
引
さ
れ
た
り
。

　
　
▲
自
然
と
人
の
著
者
　
　
守
田
は
號
を
有
秋
と
云
ひ
過
ぐ
る
卅
二
年
五
月
友
人
山
川
均
と
共
に
雜
誌

　
　
「
青
年
の
福
音
」
へ
「
強
力
の
爲
に
壓
せ
ら
れ
た
る
云
々
」
の
記
事
を
掲
載
し
て
不
敬
罪
に
問
は
れ
、

　
　
重
懲
役
三
年
六
ヶ
月
罰
金
百
二
十
圓
の
處
分
を
受
け
し
が
、
出
獄
後
兩
人
と
も
過
劇
な
る
社
會
主
義

　
　
を
唱
え
山
川
は
例
の
赤
旗
事
件
に
て
再
び
入
獄
し
た
る
も
、
守
田
は
激
烈
な
る
虚
無
黨
主
義
を
以
て
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清
韓
印
度
等
の
留
學
生
と
結
託
し
何
事
を
か
爲
さ
ん
と
し
た
る
も
、
友
人
等
は
守
田
の
思
想
が
益
〻

　
　
惡
傾
向
に
陷
る
を
見
て
四
面
よ
り
之
を
制
止
し
た
れ
ば
、
同
人
も
大
に
感
じ
た
り
と
見
て
爾
來
同
主

　
　
義
者
と
の
交
際
を
斷
ち
頗
る
謹
愼
の
状
を
現
し
、
絶
對
に
社
會
主
義
を
唱
へ
ず
と
誓
約
し
て
某
新
聞

　
　
社
に
入
り
老
母
妻
子
と
共
に
府
下
大
久
保
に
居
住
し
極
め
て
平
和
の
生
活
を
爲
し
居
た
る
も
、
昨
年

　
　
中
同
人
の
出
版
し
た
る
著
書
「
自
然
と
人
」
の
中
に
端
な
く
も
軍
隊
を
詛
ひ
し
一
節
あ
り
て
、
當
時

　
　
友
人
は
再
び
眉
を
顰
め
し
が
、
幸
徳
一
派
と
は
別
に
交
際
し
居
る
形
跡
を
認
め
ざ
り
し
に
昨
日
に
至

　
　
り
突
如
檢
擧
さ
れ
し
な
り
、
其
内
容
は
不
明
な
る
も
矢
張
秘
密
の
裡
に
過
劇
派
と
往
復
し
居
た
る
も

　
　
の
に
は
非
ざ
る
か
。

　
　
▲
一
介
の
活
版
職
工
　
　
福
田
武
三
郎
は
本
所
厩
橋
凸
版
印
刷
株
式
會
社
の
植
字
職
工
に
し
て
、
本

　
　
所
番
場
町
七
六
森
長
七
方
の
二
階
三
疊
の
座
敷
に
起
臥
し
居
る
微
々
た
る
一
職
工
な
る
が
、
平
素
心

　
　
理
、
衞
生
、
英
文
に
關
す
る
幾
多
の
書
籍
を
藏
し
、
又
社
會
主
義
に
關
す
る
書
籍
を
耽
讀
せ
り
、
同

　
　
人
は
島
根
縣
の
生
れ
に
し
て
昨
年
九
月
淺
草
區
小
島
町
七
三
中
村
八
十
吉
の
世
話
に
て
凸
版
會
社
に

　
　
入
り
日
給
七
十
二
錢
を
受
け
し
も
、
高
橋
勝
作
と
僞
名
し
其
後
本
年
七
月
に
至
り
府
下
寺
島
村
八
九

　
　
三
マ
ル
テ
ロ
社
よ
り
森
方
に
轉
宿
し
來
り
し
も
の
に
し
て
、
一
日
も
會
社
を
休
み
し
事
な
く
、
下
宿

　
　
に
在
つ
て
も
酒
煙
草
を
飮
ま
ず
只
一
囘
ビ
ー
ル
を
飮
み
て
酩
酊
し
其
夜
吉
原
に
遊
び
し
事
あ
り
と
、
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下
宿
の
主
人
森
長
七
の
承
諾
を
得
て
福
田
の
居
室
を
見
る
に
狹
き
三
疊
の
座
敷
に
大
な
る
机
を
控
へ

　
　
其
の
周
圍
は
悉
く
書
籍
を
以
て
埋
ま
り
如
何
に
も
書
籍
の
裡
に
起
臥
し
居
た
る
も
の
ゝ
如
し
、
福
田

　
　
が
最
近
友
人
に
送
り
し
書
翰
を
見
る
に
其
思
想
頗
る
變
化
せ
し
も
の
ゝ
如
く
、
彼
の
大
阪
に
於
け
る

　
　
友
人
が
彼
の
活
動
を
賞
讚
し
て
主
義
の
爲
め
に
奮
鬪
せ
よ
と
激
し
た
る
書
翰
に
對
し
左
の
如
く
答
へ

　
　
居
れ
り
。

　
　
　
吾
々
は
萬
の
研
究
を
了
へ
た
結
果
社
會
主
義
に
來
た
も
の
で
な
い
。
只
社
會
主
義
に
偶
然
出
會
つ

　
　
　
た
ら
、
氣
骨
の
あ
る
連
中
が
比
較
的
立
派
な
説
を
正
直
に
唱
へ
て
運
動
し
て
居
る
、
之
が
吾
々
と

　
　
　
意
氣
が
一
時
投
合
し
た
か
ら
暫
時
御
仲
間
入
を
し
て
激
語
を
放
つ
た
に
過
ぎ
な
い
。
加
之
に
在
京

　
　
　
中
毎
度
話
を
し
た
如
く
吾
々
は
比
較
的
多
く
の
自
由
を
得
ん
が
爲
め
に
叫
び
つ
ゝ
あ
る
の
に
、
反

　
　
　
て
常
の
人
よ
り
も
不
自
由
を
よ
り
多
く
與
へ
ら
る
ゝ
な
ら
ば
寧
ろ
叫
ば
ぬ
が
得
策
で
あ
る
と
想
ふ
。

　
　
　

　
　
自
由
を
得
ん
と
し
て
反
つ
て
不
自
由
を
與
へ
ら
れ
寧
ろ
社
會
主
義
を
叫
ば
ぬ
方
が
得
策
な
り
と
は
、

　
　
彼
の
淺
薄
な
る
思
想
を
窺
ひ
知
り
得
べ
き
も
、
昨
朝
判
檢
事
出
張
し
書
籍
及
び
手
紙
を
押
收
し
た
り

　
　
と
云
へ
ば
守
田
と
同
じ
く
何
事
に
か
關
連
し
居
た
る
も
の
な
ら
ん
。

　
但
し
翌
々
日
に
至
り
、
守
田
有
秋
は
單
に
一
時
間
許
り
の
訊
問
に
て
放
還
さ
れ
た
る
旨
訂
正
し
た
り
。

同
年
十
一
月
八
日
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東
京
朝
日
新
聞
に
左
の
如
き
記
事
出
づ
。

　
　
◎
社
會
主
義
公
判

　
　
　
　
　
▽
愈
〻
開
か
れ
ん
と
す

　
　
先
頃
來
我
國
全
土
に
亙
り
て
嚴
に
物
色
せ
ら
れ
檢
擧
せ
ら
れ
た
る
彼
の
極
端
な
る
社
會
主
義
者
幸
徳

　
　
傳
次
郎
外
數
十
名
は
、
其
犯
行
頗
ぶ
る
重
大
に
し
て
我
國
の
史
上
殆
ど
空
前
に
屬
す
る
事
件
の
由
に

　
　
て
、
我
國
最
高
裁
判
所
た
る
大
審
院
の
横
田
院
長
は
特
に
裁
判
所
構
成
法
規
定
の
特
別
權
限
に
據
り
、

　
　
同
院
の
判
事
末
弘
嚴
石
氏
外
數
名
に
之
が
豫
審
を
命
じ
、
秘
密
の
裡
に
も
深
き
秘
密
を
守
り
窓
戸
の

　
　
開
閉
だ
に
苟
く
も
せ
ざ
る
や
う
密
密
豫
審
を
進
め
し
め
居
り
し
が
、
該
豫
審
も
愈
〻
數
日
前
決
定
し

　
　
た
る
や
の
風
説
あ
り
、
夫
か
あ
ら
ぬ
か
專
任
と
し
て
該
事
件
の
檢
擧
に
從
事
し
た
る
檢
事
の
如
き
も

　
　
二
三
日
前
よ
り
夫
々
他
の
事
件
を
擔
任
す
る
に
至
り
た
る
が
、
尚
聞
く
所
に
よ
れ
ば
該
重
大
事
件
の

　
　
公
判
は
愈
〻
來
る
二
十
日
前
後
を
以
て
開
廷
せ
ら
る
ゝ
や
の
飛
報
あ
り
、
該
公
判
は
勿
論
、
裁
判
所

　
　
構
成
法
第
五
十
條
第
二
項
に
當
る
べ
き
事
件
と
し
て
大
審
院
は
第
一
審
に
し
て
終
審
し
た
る
べ
き
特

　
　
別
裁
判
所
を
構
成
し
最
も
鄭
重
な
る
手
續
に
よ
り
審
理
を
行
ふ
べ
く
、
而
し
て
院
長
は
既
に
夫
々
擔

　
　
任
者
を
任
命
し
院
長
自
ら
之
が
裁
判
長
た
る
べ
き
豫
定
な
り
し
處
、
本
事
件
に
關
し
院
長
は
院
長
と

　
　
し
て
執
る
べ
き
事
務
頗
る
多
き
を
以
て
、
裁
判
長
は
別
に
某
部
長
を
以
て
當
ら
し
む
る
事
に
定
め
た
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り
と
い
へ
り
、
扨
斯
て
愈
〻
公
判
開
廷
と
な
ら
ば
、
其
審
理
は
傍
聽
を
許
す
べ
き
や
否
や
目
下
未
定

　
　
に
屬
し
居
れ
ど
も
、
當
局
者
の
意
向
に
よ
れ
ば
公
開
を
禁
じ
全
部
判
決
の
後
に
至
ら
ざ
れ
ば
該
事
件

　
　
の
眞
相
を
も
亦
公
に
せ
ざ
る
都
合
な
り
と
い
へ
り
。

同
年
十
一
月
九
日

　
東
京
朝
日
新
聞
に
左
の
如
き
記
事
出
づ
。

　
　
刑
法
第
二
編
第
一
章
又
は
同
第
二
章
に
該
當
せ
る
恐
る
べ
き
重
罪
犯
嫌
疑
者
と
し
て
世
間
に
喧
傳
せ

　
　
ら
る
ゝ
社
會
主
義
者
の
氏
名
は
、
新
村
忠
雄
、
新
村
善
兵
衞
、
幸
徳
傳
次
郎
、
管
野
す
が
、
大
石
誠

　
　
四
郎
、
高
木
顯
明
、
崎
久
保
誓
一
、
小
池
一
郎
、
同
徳
市
、
吉
野
省
一
、
横
田
宗
次
郎
、
杓
子
甚
助
、

　
　
有
村
忠
恕
等
總
計
廿
五
六
名
に
し
て
本
件
の
豫
審
は
普
通
の
豫
審
事
件
の
如
く
豫
審
判
事
の
手
に
於

　
　
て
終
結
決
定
す
る
者
に
あ
ら
ず
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
四
條
同
三
百
十
五
條
の
規
定
に
基
き
豫
審

　
　
判
事
は
其
取
調
べ
た
る
訴
訟
記
録
に
意
見
を
附
し
て
大
審
院
に
提
出
し
、
大
審
院
長
は
檢
事
總
長
の

　
　
意
見
を
聽
き
た
る
上
其
事
件
を
公
判
に
附
す
べ
き
や
否
や
を
決
定
す
る
の
規
定
な
り
、
又
本
件
に
關

　
　
し
辯
護
士
は
未
だ
正
式
に
辯
護
屆
を
差
出
さ
ゞ
れ
ど
も
幸
徳
の
辯
護
人
は
花
井
卓
藏
、
今
村
力
三
郎
、

　
　
大
石
の
辯
護
人
は
今
村
力
三
郎
、
鵜
澤
總
明
、
高
木
、
崎
久
保
二
名
の
辯
護
人
は
平
出
秀
（
修
）
等

　
　
の
諸
氏
依
頼
を
受
け
居
る
由
。
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而
し
て
こ
の
日
大
審
院
長
は
本
件
の
豫
審
終
了
を
認
め
、
特
別
刑
事
部
の
公
判
に
附
す
る
決
定
を
與
へ
、

　
其
決
定
書
と
共
に
檢
事
總
長
よ
り
本
件
犯
罪
摘
要
（
十
日
東
京
朝
日
新
聞
所
載
記
事
中
「
大
陰
謀
の
動

　
機
の
一
項
則
ち
そ
れ
な
り
）
を
各
新
聞
社
に
對
し
發
表
し
、
各
新
聞
社
は
號
外
を
發
行
し
た
り
。

同
年
十
一
月
十
日

　
東
京
朝
日
新
聞
が
本
件
に
關
し
掲
載
し
た
る
全
文
左
の
如
し
。
（
「
被
告
中
の
紅
一
點
」
の
一
項
は
松

　
崎
天
民
君
の
筆
。
「
一
味
徒
黨
の
面
々
」
は
渡
邊
君
の
筆
。
）

　
　
◎
無
政
府
主
義
者

　
　
　
　
公
判
開
始
決
定

　
　
　
　
　
▽
空
前
絶
後
の
犯
罪

　
　
恐
る
べ
き
大
陰
謀
を
企
て
た
る
重
罪
嫌
疑
を
以
て
過
般
檢
擧
せ
ら
れ
た
る
社
會
主
義
者
の
一
團
幸
徳

　
　
傳
次
郎
等
廿
六
名
の
裁
判
事
件
は
、
嚴
重
な
る
秘
密
の
裡
に
着
々
進
行
し
愈
〻
一
昨
八
日
大
審
院
長

　
　
は
特
別
權
限
に
屬
す
る
豫
審
の
終
了
を
認
め
、
檢
事
總
長
の
意
見
を
徴
し
た
る
上
被
告
全
部
を
特
別

　
　
刑
事
部
の
公
判
に
附
す
る
の
決
定
を
な
し
た
り
、
決
定
書
の
全
文
は
左
の
如
し

　
　
　
決
定
書

　
　
　
　
高
知
縣
幡
多
郡
中
村
町
大
字
中
村
町
百
七
十
三
番
屋
敷
　
平
民
著
述
業
　
　
　
幸
徳
傳
次
郎

18日本無政府主義者陰謀事件經過及び附帶現象



　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
年
九
月
廿
三
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
京
都
府
葛
野
郡
朱
雀
野
村
字
聚
樂
𢌞
豐
樂
西
町
七
十
八
番
地
　
平
民
無
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
事
　
管
野
す
が

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
四
年
六
月
七
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
岡
山
縣
後
月
郡
高
屋
村
四
千
五
十
二
番
地
　
平
民
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
近
運
平

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
四
年
一
月
二
十
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
山
梨
縣
甲
府
市
本
町
九
十
七
番
戸
　
平
民
機
械
鐵
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
太
吉

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
八
年
九
月
三
十
日
生
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長
野
縣
埴
科
郡
屋
代
町
百
三
十
九
番
地
　
平
民
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
村
忠
雄

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
年
四
月
二
十
六
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
福
井
縣
遠
敷
郡
雲
濱
村
竹
原
第
九
號
字
西
作
園
場
九
番
地
　
平
民
草
花
栽
培
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
事
　
古
川
力
作

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
七
年
六
月
十
四
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
北
海
道
小
樽
區
稻
穗
町
畑
十
四
番
地
　
平
民
機
械
職
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
田
融

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
三
年
三
月
十
二
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
長
野
縣
埴
科
郡
屋
代
町
百
三
十
九
番
地
　
平
民
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
村
善
兵
衞

20日本無政府主義者陰謀事件經過及び附帶現象



　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
四
年
三
月
十
六
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
東
京
市
神
田
區
神
田
五
軒
町
三
番
地
　
平
民
無
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奧
宮
健
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
政
四
年
十
一
月
十
二
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
高
知
縣
安
藝
郡
室
戸
町
大
字
元
無
家
　
平
民
活
版
文
選
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
清
馬

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
八
年
七
月
四
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
和
歌
山
縣
東
牟
婁
郡
屋
新
宮
村
三
百
八
十
四
番
地
　
平
民
醫
業
　
　
　
　
　
　
大
石
誠
之
助

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
應
三
年
十
一
月
四
日
生
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同
縣
同
郡
請
川
町
大
字
請
川
二
百
八
十
三
番
地
　
平
民
雜
商
　
　
　
　
　
　
　
成
石
平
四
郎

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
五
年
八
月
十
二
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
同
縣
同
郡
新
宮
町
五
百
六
十
四
番
地
　
平
民
僧
侶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
顯
明

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
治
元
年
五
月
廿
一
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
同
縣
同
郡
同
町
二
番
地
　
平
民
僧
侶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
尾
節
堂

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
八
年
四
月
一
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
三
重
縣
南
牟
婁
郡
市
木
村
大
字
下
市
木
二
百
八
番
屋
敷
　
平
民
農
　
　
　
　
　
崎
久
保
誓
一

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
八
年
十
月
十
二
日
生
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和
歌
山
縣
東
牟
婁
郡
請
川
村
大
字
耳
打
五
百
卅
一
番
地
　
平
民
藥
種
賣
藥
及
雜
貨
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
石
勘
三
郎

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
三
年
二
月
五
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
熊
本
縣
玉
名
郡
豐
水
村
大
字
川
島
八
百
七
十
一
番
地
　
士
族
新
聞
記
者
　
　
　
松
尾
卯
一
太

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
二
年
一
月
廿
七
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
同
縣
飽
託
郡
大
江
村
大
字
大
江
七
百
五
十
四
番
地
　
平
民
無
職
　
　
　
　
　
　
新
美
卯
一
郎

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
二
年
一
月
十
二
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
同
縣
熊
本
市
西
坪
井
町
七
番
地
　
平
民
無
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
道
元
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明
治
二
十
二
年
二
月
十
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
同
縣
鹿
本
郡
廣
見
村
大
字
四
千
八
百
七
十
三
番
地
　
平
民
無
職
　
　
　
　
　
　
飛
松
與
次
郎

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
二
年
二
月
廿
六
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
神
奈
川
縣
足
柄
下
郡
温
泉
村
太
平
臺
三
百
三
十
七
番
地
　
平
民
僧
侶
　
　
　
　
　
内
山
愚
童

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
七
年
五
月
生

　
　
　
　

　
　
　
　
香
川
縣
高
松
市
南
紺
屋
町
廿
六
番
地
　
平
民
金
屬
彫
刻
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
九
平

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
八
年
二
月
二
十
日
生
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山
口
縣
吉
敷
郡
大
内
村
大
字
御
堀
二
百
三
番
屋
敷
　
平
民
電
燈
會
社
雇
　
　
　
岡
本
頴
一
郎

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
三
年
九
月
十
二
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
大
阪
市
東
區
本
町
二
丁
目
四
番
地
　
平
民
鐵
葉
細
工
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
安
太
郎

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
一
年
二
月
十
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
高
知
縣
高
知
市
鷹
匠
町
四
十
番
屋
敷
　
平
民
神
戸
湊
川
病
院
事
務
員
　
　
　
　
　
岡
林
寅
松

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
九
年
一
月
三
十
一
日
生

　
　
　
　

　
　
　
　
同
縣
同
市
帶
屋
町
四
十
一
番
屋
敷
　
平
民
養
鷄
業
　
　
　
　
　
　
　
　
丑
次
事
　
小
林
丑
治

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
九
年
四
月
十
五
日
生
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右
幸
徳
傳
次
郎
外
二
十
五
名
が
刑
法
第
七
十
三
條
の
罪
に
關
す
る
被
告
事
件
に
付
刑
事
訴
訟
法
第
三
百

　
十
五
條
に
依
り
大
審
院
長
の
命
を
受
け
た
る
豫
審
判
事
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
潮
恒
太
郎
同
河
島
臺
藏

　
同
原
田
鑛
よ
り
差
出
し
た
る
訴
訟
記
録
及
意
見
書
を
調
査
し
檢
事
總
長
松
室
致
の
意
見
を
聽
き
之
を
審

　
案
す
る
に
本
件
は
本
院
の
公
判
に
付
す
べ
き
も
の
と
決
定
す

　
　
明
治
四
十
三
年
十
一
月
九
日

　
　
　
大
審
院
特
別
刑
事
部
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
長
判
事
　
鶴
丈
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
志
方
　
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
鶴
見
守
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
末
弘
嚴
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
大
倉
鈕
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
常
松
英
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
遠
藤
忠
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
書
記
　
田
尻
惟
徳
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▲
大
陰
謀
の
動
機

　
幸
徳
傳
次
郎
（
秋
水
）
外
二
十
五
名
が
今
囘
の
大
陰
謀
を
爲
す
に
至
り
た
る
動
機
を
繹たづ
ぬ
る
に
、
傳
次

　
郎
は
明
治
三
十
八
年
十
一
月
米
國
桑
港
に
至
り
同
國
の
同
主
義
者
と
交
は
り
遂
に
個
人
の
絶
對
自
由
を

　
理
想
と
す
る
無
政
府
共
産
主
義
を
信
ず
に
至
り
、
同
港
在
留
の
日
本
人
に
對
し
其
説
を
鼓
吹
し
、
翌
三

　
十
九
年
五
月
頃
社
會
革
命
黨
な
る
も
の
を
組
織
し
本
邦
の
同
主
義
者
と
氣
脈
を
通
じ
、
相
呼
應
し
て
主

　
義
の
普
及
を
圖
る
の
計
畫
を
爲
し
同
年
六
月
歸
朝
し
直
接
行
動
論
を
主
唱
し
た
る
に
始
ま
る
も
の
に
し

　
て
、
同
人
は
爾
來
現
今
の
國
家
組
織
を
破
壞
し
て
其
理
想
を
實
現
せ
ん
と
欲
し
無
政
府
主
義
者
の
泰
斗

　
た
る
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
其
他
の
著
書
學
説
を
飜
譯
出
版
し
て
國
内
に
頒
布
し
、
盛
に
無
政
府
主
義
の
鼓
吹

　
に
努
め
、
遂
に
多
數
の
同
主
義
者
を
得
る
に
至
り
其
言
論
益
〻
過
激
と
な
り
、
明
治
四
十
年
二
月
十
七

　
日
東
京
神
田
錦
輝
館
に
於
け
る
日
本
社
會
黨
大
會
に
於
て
直
接
行
動
を
執
る
べ
き
旨
を
公
然
主
張
す
る

　
に
至
れ
り
、
尋
で
同
月
二
十
二
日
先
き
に
認
許
せ
ら
れ
た
る
日
木
社
會
黨
は
安
寧
秩
序
に
妨
害
あ
り
と

　
し
、
其
結
社
を
禁
止
せ
ら
れ
た
り
、
所
謂
直
接
行
動
と
は
議
會
政
策
を
否
認
し
總
同
盟
罷
業
破
壞
暗
殺

　
等
の
手
段
を
以
て
其
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
傳
次
郎
等
は
其
初
に
當
り
て
は
秘
密
出
版

　
其
他
の
方
法
に
依
り
主
と
し
て
其
思
想
の
普
及
を
圖
り
し
も
、
遂
に
進
ん
で
過
激
な
る
手
段
を
執
る
に

　
至
り
、
同
主
義
者
は
其
第
一
着
手
と
し
て
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
二
日
東
京
神
田
に
於
て
無
政
府
共
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産
革
命
と
大
書
し
た
る
赤
旗
を
白
晝
公
然
街
路
に
飜
へ
し
示
威
運
動
を
爲
し
、
警
察
官
の
制
止
に
抵
抗

　
し
て
爭
鬪
を
挑
み
其
十
數
名
は
處
刑
せ
ら
れ
た
り
、
當
時
郷
里
高
知
縣
に
於
て
無
政
府
主
義
の
著
述
に

　
從
事
し
居
り
た
る
傳
次
郎
は
、
同
年
七
月
郷
里
を
出
發
し
途
次
新
宮
及
箱
根
に
於
て
同
志
に
謀
る
に
暴

　
擧
を
決
行
せ
ん
こ
と
を
以
て
し
、
八
月
上
京
し
屡
〻
同
志
と
會
合
し
た
る
末
主
義
普
及
の
手
段
と
し
て

　
今
囘
の
陰
謀
を
爲
す
に
至
り
た
り
、
而
し
て
本
件
が
本
年
五
月
下
旬
長
野
縣
明
科
に
於
て
發
覺
し
た
る

　
際
被
告
と
な
り
し
者
は
宮
下
太
吉
、
新
村
忠
雄
、
新
村
善
兵
衞
、
新
田
融
、
東
京
に
於
て
逮
捕
さ
れ
た

　
る
古
河
力
作
、
當
時
東
京
監
獄
に
勞
役
場
留
置
中
の
管
野
す
が
及
び
神
奈
川
縣
湯
河
原
に
於
て
逮
捕
さ

　
れ
た
る
傳
次
郎
の
七
名
に
過
ぎ
ざ
り
し
に
、
嚴
密
に
搜
査
を
爲
し
た
る
結
果
陰
謀
に
參
與
せ
し
者
各
地

　
に
散
在
せ
る
こ
と
發
覺
し
遂
に
二
十
六
名
の
被
告
人
を
出
す
に
至
り
し
な
り
と
、

　
　
　
▲
刑
法
七
十
三
條
の
罪

　
決
定
罪
状
の
刑
法
第
七
十
三
條
は
茲
に
改
め
て
記
す
迄
も
な
く
刑
法
第
二
編
第
一
章
皇
室
に
對
す
る
罪

　
に
屬
し
て
左
の
明
文
あ
り

　
　
第
七
十
三
條
天
皇
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
后
、
皇
太
子
又
は
皇
太
孫
に
對
し
危
害
を
加
へ
又
は

　
　
加
へ
ん
と
し
た
る
者
は
死
刑
に
處
す

　
而
し
て
公
判
に
於
て
該
條
に
よ
り
處
斷
せ
ら
る
る
も
の
と
せ
ば
被
告
等
の
運
命
得
て
知
る
べ
き
な
り

28日本無政府主義者陰謀事件經過及び附帶現象



　
▼
公
判
と
辯
護
人
　
愈
〻
公
判
開
始
と
決
定
し
た
る
に
よ
り
横
田
大
審
院
長
は
昨
日
直
ち
に
鶴
裁
判
長

　
以
下
各
判
事
を
集
め
て
公
判
開
始
に
關
す
る
協
議
會
を
開
き
午
後
三
時
よ
り
司
法
省
に
於
け
る
司
法
官

　
會
議
に
出
席
せ
り
、
左
れ
ば
公
判
開
廷
の
日
は
未
だ
公
表
せ
ら
れ
ざ
れ
ど
も
、
い
ざ
開
廷
と
な
ら
ば
同

　
院
に
て
は
普
通
重
罪
犯
者
と
同
樣
辯
護
士
の
私
選
を
許
す
方
針
な
れ
ば
各
辯
護
士
よ
り
は
夫
々
辯
護
屆

　
を
差
出
す
な
る
べ
し
、
但
し
開
廷
の
上
は
傍
聽
は
禁
止
さ
る
べ
き
事
勿
論
な
る
べ
し
、

　
　
　
▲
桑
港
に
於
け
る
幸
徳

　
　
　
　
▽
米
國
の
不
平
黨
に
交
る

　
久
敷
桑
港
に
在
り
て
同
地
の
事
情
に
精
通
す
る
某
氏
の
談
に
曰
く

　
▲
秋
水
の
渡
米
　
幸
徳
が
桑
港
に
渡
つ
た
も
の
は
去
卅
八
年
の
十
二
月
だ
つ
た
、
約
一
年
間
滯
在
し
て

　
翌
年
の
夏
歸
國
し
た
と
思
ふ
、
元
來
桑
港
及
び
對
岸
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
は
露
西
亞
人
波
蘭
人
伊
太
利
人

　
西
班
牙
人
等
か
ら
成
る
數
個
の
無
政
府
黨
團
體
が
あ
つ
て
、
重
に
日
曜
及
び
木
曜
毎
に
演
説
會
又
は
彼

　
等
自
身
の
秘
密
會
合
を
開
き
一
種
の
國
際
的
團
體
を
成
し
て
居
る
。

　
▲
無
政
府
團
體
　
幸
徳
が
渡
米
し
た
當
時
は
未
だ
無
政
府
黨
と
云
ふ
程
で
は
無
か
つ
た
や
う
だ
が
、
着

　
後
直
に
前
記
各
國
人
か
ら
成
る
社
會
主
義
乃
至
無
政
府
黨
的
團
體
を
歴
訪
し
て
非
常
に
歡
迎
さ
れ
た
も

　
の
だ
、
元
來
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
等
を
學
ん
で
頭
の
素
地
が
出
來
て
居
た
處
だ
か
ら
、
此
種
の
人
間
と
交
際
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を
重
ね
て
居
る
間
に
徐
々
渠
の
頭
腦
が
虚
無
的
に
傾
い
て
來
た
事
は
爭
は
れ
な
い
。

　
▲
過
激
な
る
一
團
　
前
記
各
國
人
か
ら
成
る
諸
團
體
は
社
會
主
義
と
無
政
府
主
義
と
が
ゴ
ツ
タ
に
な
つ

　
て
居
る
の
で
、
黨
員
で
迫
害
さ
る
ゝ
者
が
あ
れ
ば
辯
護
士
を
雇
つ
て
助
け
て
遣やる
と
か
又
は
各
種
の
出
版

　
物
の
手
助
を
す
る
と
か
、
互
に
連
絡
氣
脈
を
通
じ
て
居
る
の
で
日
本
人
間
に
も
其
の
頃
か
ら
青
年
社
會

　
主
義
と
呼
ぶ
一
團
體
が
出
來
て
渠
等
の
力
で
或
る
不
都
合
な
る  

册    

子  

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
六
箇
國
語
で
出
版
し
た
事

　
が
あ
る
。
其
處
へ
幸
徳
が
遣
つ
て
來
て
徐
々
彼
の
頭
が
動
搖
く
と
共
に
三
四
ヶ
月
の
間
に
到
頭
日
本
人

　
青
年
間
に
も
過
激
な
色
彩
を
帶
ぶ
る
一
團
體
が
出
來
上
つ
て
仕
舞
つ
た
。

　
▼
不
平
と
破
壞
　
で
其
種
の
邦
人
は
悉
く
弱
年
の
無
力
者
で
、
他
の
一
般
邦
人
在
留
者
は
渠
等
の
行
動

　
を
兒
戲
視
し
て
殆
ど
一
顧
を
も
與
へ
な
い
で
居
た
の
だ
が
、
幸
徳
が
歸
國
す
る
と
共
に
從
來
内
部
に
潜

　
ん
で
居
た
渠
等
の
行
動
は
段
々
表
面
に
現
れ
て
來
て
、
各
所
で
演
説
會
を
開
い
て
過
激
な
言
論
を
弄
ぶ

　
や
う
に
な
つ
て
は
從
來
會
場
を
貸
し
て
居
た
佛
教
及
び
耶
蘇
教
の
會
堂
で
も
其
を
斷
る
や
う
に
な
つ
た
、

　
其
麼
工
合
で
居
る
中
に
渠
等
の
言
動
は
漸
く
政
治
上
の
社
會
主
義
乃
至
無
政
府
黨
的
言
論
以
外
に
迄
走

　
つ
て
萬
事
に
不
平
的
破
壞
的
態
度
を
執
る
や
う
に
な
り
、
假
令
ば
或
人
が
新
に
某
事
業
を
企
て
ん
と
す

　
る
が
如
き
場
合
に
は
直
に
資
本
家
云
々
と
騷
ぎ
立
て
る
と
云
ふ
や
う
な
譯
で
、
眞
面
目
な
邦
人
か
ら
は

　
相
手
に
さ
れ
な
か
つ
た
、
先
づ
大
體
に
於
て
以
上
述
べ
た
や
う
な
有
樣
だ
つ
た
が
近
來
は
大
分
其
熱
が
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冷
め
て
來
た
や
う
に
思
つ
て
居
た
處
だ
つ
た
云
々
。

　
　
　
▲
被
告
中
の
紅
一
點

　
　
　
　
▽
管
野
す
が
子
の
經
歴

　
大
陰
謀
事
件
に
參
加
し
た
二
十
六
人
の
内
に
唯
一
人
の
女
性
が
居
る
、
「
日
本
の
女
と
社
會
主
義
」
と

　
云
ふ
の
さ
へ
既
に
奇
異
の
感
が
す
る
の
に
、
斯
る
大
事
件
の
大
舞
臺
に
唯
一
人
の
女
性
が
登
場
し
て
居

　
る
こ
と
は
、
或
る
意
味
に
於
て
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

　
管
野
す
が
子
は
齡
卅
歳
、
生
れ
は
京
都
府
葛
野
郡
朱
雀
野
村
で
あ
る
、
春
に
秋
に
歌
に
好
く
詩
に
好
い

　
こ
の
歴
史
的
匂
ひ
あ
る
村
に
生
れ
た
一
女
性
は
、
小
學
校
を
出
で
世
の
鹽
に
も
ま
れ
る
樣
に
な
る
と
、

　
種
々
數
奇
の
運
命
に
弄
ば
れ
た
、
多
少
の
「
文
字
あ
る
女
」
に
能
く
あ
る
慣
と
し
て
、
す
が
子
は
澤
山

　
の
男
に
も
關
係
し
た
し
、
多
く
の
文
學
的
書
籍
に
も
讀
み
耽
つ
た
。
一
時
は
大
阪
の
古
い
小
説
家
宇
田

　
川
文
海
と
同
棲
し
て
、
夫
婦
同
樣
に
暮
し
て
居
た
事
も
あ
る
し
、
紀
州
田
邊
の
牟
婁
新
報
、
大
阪
の
大

　
阪
朝
報
な
ど
で
、
婦
人
記
者
と
し
て
探
訪
に
從
事
し
た
事
も
あ
る
。
そ
の
間
に
す
が
子
は
社
會
主
義
の

　
事
を
見
聞
し
て
、
そ
の
女
性
た
る
身
體
に
相
應
し
か
ら
ぬ
男
ら
し
い
思
想
の
人
と
な
つ
た
。

　
大
阪
で
は
雜
誌
「
基
督
教
世
界
」
に
も
關
係
し
て
居
た
が
、
そ
の
東
京
へ
來
て
前
の
電
報
新
聞
の
婦
人

　
記
者
と
な
る
や
暫
時
の
間
は
眞
面
目
に
働
い
て
居
た
、
幸
徳
秋
水
と
相
知
り
相
許
す
に
至
つ
て
か
ら
、
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愈
〻
社
會
主
義
の
思
想
、
無
政
府
共
産
主
義
の
猛
烈
な
考
へ
を
抱
く
樣
に
な
り
、
例
の
赤
旗
事
件
で
具

　
體
的
の
運
動
を
始
め
た
、
管
野
す
が
子
の
名
が
社
會
主
義
仲
間
に
知
れ
渉
る
と
共
に
、
警
視
廳
の
注
意

　
人
物
簿
に
朱
點
を
う
た
れ
、
新
聞
の
雜
報
に
屡
〻
其
名
を
記
さ
れ
る
樣
に
な
つ
た
の
は
、
實
に
此
の
赤

　
旗
事
件
以
後
の
事
で
あ
る
。

　
其
幸
徳
秋
水
と
千
駄
ヶ
谷
町
九
〇
三
番
地
に
同
棲
し
て
か
ら
は
、
雜
誌
「
自
由
思
想
」
誌
上
で
折
々
所

　
感
を
公
に
し
た
、
こ
の
雜
誌
の
た
め
に
は
又
四
十
一
年
七
月
十
五
日
か
ら
九
月
一
日
迄
四
十
七
日
間
を

　
東
京
監
獄
の
未
決
監
に
過
し
た
、
漸
く
萌
し
て
居
た
肺
病
は
こ
れ
よ
り
重
く
、
秋
水
と
共
に
病
躯
を
横

　
へ
な
が
ら
、
社
會
主
義
の
た
め
に
奮
鬪
し
て
居
る
内
、
遂
に
今
囘
の
大
々
事
件
を
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
十
六
人
の
中
に
唯
一
人
の
管
野
す
が
子
は
、
實
に
京
都
の
女
で
あ
る
。
（
一
記
者
）

　
　
　
▲
一
味
徒
黨
の
面
々

　
△
幸
徳
傳
次
郎
　
少
う
し
て
故
中
江
兆
民
の
玄
關
番
を
な
し
苦
學
す
る
こ
と
多
年
、
國
民
英
學
會
に
も

　
學
び
て
め
ざ
ま
し
新
聞
中
央
新
聞
等
に
記
者
と
な
り
朝
報
社
に
入
り
て
文
名
大
に
揚
る
。
恩
師
兆
民
の

　
自
由
民
權
論
を
承
け
て
之
を
唱
へ
後
明
治
三
十
年
頃
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
會
に
出
入
し
て
社
會
主
義
を
研

　
究
し
日
露
戰
爭
前
非
戰
論
を
主
唱
し
て
朝
報
社
を
去
り
、
同
志
等
と
平
民
新
聞
を
起
し
て
盛
に
社
會
主

　
義
を
鼓
吹
し
其
廢
刊
後
は
屡
〻
雜
誌
を
出
し
書
を
著
は
し
て
主
義
の
普
及
を
謀
り
居
た
り
。

32日本無政府主義者陰謀事件經過及び附帶現象



　
△
森
近
運
平
　
岡
山
縣
立
農
學
校
の
出
身
に
て
同
縣
屬
官
と
し
て
社
會
主
義
を
唱
へ
職
を
免
ぜ
ら
れ
て

　
出
京
し
、
平
民
新
聞
社
に
投
じ
主
義
普
及
の
運
動
を
な
し
後
大
阪
に
到
り
月
刊
雜
誌
を
出
し
、
近
來
は

　
郷
里
に
歸
り
て
園
藝
に
從
事
し
、
一
介
の
農
夫
を
以
て
自
任
し
つ
ゝ
あ
り
き
。

　
△
宮
下
太
吉
　
今
囘
の
大
陰
謀
者
の
巨
魁
な
り
、
初
め
紀
州
に
あ
り
て
後
三
重
、
名
古
屋
を
經
て
信
州

　
に
入
り
、
猛
烈
な
る
破
壞
思
想
を
職
工
勞
働
者
に
直
接
注
入
す
る
を
以
て
自
ら
任
ぜ
り
、
業
は
機
械
職

　
工
な
り
。

　
△
新
村
忠
雄
　
幸
徳
秋
水
の
門
人
な
り
。

　
△
新
村
善
兵
衞
　
忠
雄
の
實
兄
に
て
信
州
の
富
農
な
り
、
弟
の
爲
に
社
會
主
義
者
と
な
れ
り
、
家
に
は

　
老
い
た
る
母
只
一
人
あ
る
の
み
。

　
△
古
河
力
作
　
府
下
瀧
ノ
川
康
樂
園
に
雇
は
れ
て
花
造
り
を
職
と
せ
り
、
王
子
に
愛
人
社
な
る
も
の
を

　
組
織
し
社
會
主
義
の
普
及
を
圖
れ
り
、
身
の
丈
三
尺
五
六
寸
胸
廓
手
足
之
に
準
じ
一
見
小
兒
の
如
し
。

　
△
新
田
　
融
　
新
村
兄
弟
の
友
人
な
り
。

　
△
奧
宮
健
之
　
有
名
な
る
奧
宮
檢
事
正
の
弟
に
て
大
井
憲
太
郎
等
と
自
由
民
權
論
を
演
説
し
歩
き
名
古

　
屋
事
件
の
頃
強
盜
殺
人
と
し
て
九
年
の
入
牢
を
申
附
け
ら
れ
し
が
、
憲
法
發
布
に
よ
り
て
特
赦
せ
ら
れ

　
出
獄
後
壯
士
と
な
り
社
會
主
義
を
唱
ふ
。

33



　
△
坂
本
清
馬
　
幸
徳
方
の
玄
關
番
な
り
し
が
故
あ
り
て
幸
徳
と
分
離
せ
り
、
砲
兵
工
廠
の
巡
羅
を
な
せ

　
し
こ
と
も
あ
り
、
後
熊
本
に
赴
き
松
尾
等
の
評
論
に
執
筆
せ
り
。

　
△
大
石
誠
之
助
　
被
告
中
の
一
異
彩
な
り
、
温
厚
に
し
て
聰
明
な
る
君
子
人
と
傳
へ
ら
る
、
醫
を
業
と

　
し
其
藥
代
診
察
料
等
の
掲
示
に
は
必
ず
『
何
十
何
圓
の
筈
』
と
書
し
筈
の
字
な
き
は
な
し
。
蓋
し
醫
は

　
仁
術
な
り
の
古
風
を
學
び
謝
禮
金
の
み
に
止
め
て
藥
料
の
如
き
は
貪
ら
ざ
る
の
主
意
な
り
、
附
近
に
穢

　
多
村
あ
り
、
多
く
の
醫
師
之
に
往
診
す
る
を
恥
づ
、
誠
之
助
一
人
平
然
と
し
て
赴
き
た
り
と
云
ふ
、
畸

　
人
な
る
べ
し
。

　
△
成
石
平
四
郎
　
高
木
顯
明
、
峰
尾
節
堂
、
成
石
勘
三
郎
、
崎
久
保
誓
一
、
何
れ
も
大
石
の
親
近
者
に

　
し
て
牟
婁
新
聞
の
投
書
家
或
は
記
者
な
り
、
牟
婁
新
聞
は
毛
利
柴
庵
の
經
營
す
る
も
の
に
し
て
、
管
野

　
す
が
も
曾
て
在
社
し
た
り
。

　
△
松
尾
卯
一
太
　
新
美
卯
一
郎
、
佐
々
木
道
元
、
飛
松
與
次
郎
等
は
何
れ
も
熊
本
社
會
主
義
者
の
中
樞

　
に
て
、
熊
本
評
論
の
記
者
或
は
投
書
家
な
り
、
松
尾
は
目
下
入
獄
中
な
り
。

　
△
内
山
愚
堂
　
爆
烈
彈
事
件
、
虚
無
黨
主
義
事
件
に
て
目
下
入
獄
せ
る
有
名
な
る
惡
僧
な
り
、
其
詳
傳

　
既
に
記
載
せ
り
。

　
　
　
▲
獄
裡
の
被
告
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▽
決
定
書
の
交
附

　
本
年
五
月
以
來
隨
處
に
檢
擧
さ
れ
し
幸
徳
傳
次
郎
始
め
廿
六
名
の
無
政
府
主
義
者
は
今
尚
東
京
監
獄
に

　
在
り
、
昨
日
に
至
り
愈
〻
公
判
開
始
の
決
定
と
な
り
其
決
定
書
は
午
後
六
時
木
名
瀬
典
獄
の
手
を
經
て

　
被
告
等
に
交
附
さ
れ
た
り
、
尚
彼
等
の
現
状
に
つ
い
て
聞
く
に
取
扱
は
普
通
在
監
人
と
異
な
る
な
し
、

　
被
告
は
一
般
に
沈
着
の
態
度
を
持
し
て
謹
愼
し
居
る
が
健
康
は
概
し
て
佳
良
の
方
に
て
、
目
下
特
に
醫

　
師
の
投
藥
を
乞
ひ
居
る
者
な
き
の
み
な
ら
ず
、
入
監
前
幸
徳
傳
次
郎
、
管
野
す
が
の
如
き
は
多
く
健
康

　
を
害
し
居
り
し
も
、
一
定
の
運
動
一
定
の
食
事
を
享
用
し
居
る
た
め
體
量
も
増
加
し
た
り
、
左
れ
ど
精

　
神
上
の
缺
陷
あ
る
爲
め
に
や
一
見
衰
弱
せ
る
が
如
し
、
毎
日
の
食
事
も
所
持
金
あ
る
者
は
一
日
一
囘
又

　
は
二
囘
宛
の
外
食
を
要
求
し
、
衣
類
其
他
は
他
よ
り
差
入
は
な
き
も
別
に
不
自
由
を
嘆
ず
る
模
樣
な
し
。

　　
△
耽
讀
を
事
と
す
　
彼
等
の
中
に
は
著
述
家
あ
り
新
聞
記
者
あ
り
僧
侶
あ
り
其
他
醫
師
職
工
會
社
員
等

　
あ
り
て
、
一
日
の
慰
安
は
讀
書
を
主
と
し
、
其
耽
讀
の
度
は
他
囚
中
に
見
ざ
る
程
な
り
、
幸
徳
、
管
野

　
の
兩
人
は
佛
耶
兩
教
の
宗
教
書
類
を
最
も
多
く
繙
讀
せ
り
、
昨
午
後
六
時
木
名
瀬
典
獄
は
、
各
房
に
就

　
き
裁
判
所
よ
り
決
定
書
到
達
の
旨
を
告
げ
夫
々
交
附
せ
し
め
た
る
に
、
一
同
謹
み
て
之
を
受
け
一
讀
し

　
て
只
默
想
し
居
た
る
も
の
多
き
模
樣
な
り
と
。

　
△
典
獄
の
談
　
木
名
瀬
典
獄
語
つ
て
曰
く
、
本
官
は
單
に
監
獄
の
規
則
に
基
き
て
彼
等
を
監
督
す
る
外
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は
當
然
與
ふ
べ
き
保
護
を
與
ふ
る
に
止
ま
れ
ど
、
入
監
後
に
於
け
る
彼
等
の
言
動
は
極
め
て
靜
肅
に
し

　
て
未
だ
曾
て
一
囘
の
注
意
を
與
へ
た
る
事
な
し
、
攝
生
上
に
就
き
て
も
獄
則
の
許
す
範
圍
に
て
實
行
せ

　
し
め
、
就
眠
時
間
の
如
き
も
十
分
に
熟
睡
せ
し
め
ん
た
め
、
各
房
の
附
近
を
歩
行
す
る
に
も
足
音
の
せ

　
ざ
る
樣
看
守
に
注
意
し
置
き
た
る
程
な
り
、
他
の
衞
生
的
注
意
も
遺
憾
な
き
を
期
し
居
れ
り
、
其
れ
が

　
爲
め
世
間
に
在
り
し
時
の
如
く
今
は
不
規
律
な
る
生
活
を
脱
し
て
規
律
正
し
く
食
し
規
律
正
し
く
行
動

　
す
る
た
め
、
一
般
に
健
康
の
佳
良
な
る
は
其
結
果
な
る
べ
し
。
（
註
。
以
上
朝
日
新
聞
拔
萃
）

　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
次
の
一
章
は
、
刑
法
第
七
十
三
條
の
罪
に
該
當
す
る
幸
徳
傳
次
郎
等
二
十
六
名
の
特
別
裁
判
進
行
中
、

其
裁
判
手
續
及
び
公
判
の
公
開
禁
止
に
關
し
、
歐
米
新
聞
の
論
難
、
諸
團
體
の
決
議
に
據
る
抗
議
等
漸
く

旺
ん
な
る
に
當
り
、
其
誤
解
を
解
か
ん
が
爲
に
、
外
務
省
よ
り
在
外
日
本
人
大
使
に
送
り
て
辯
證
の
料
に

供
し
、
且
つ
其
英
譯
を
内
務
省
よ
り
國
内
諸
英
字
新
聞
に
送
り
た
る
も
の
な
り
。

　
而
し
て
そ
の
東
京
各
新
聞
社
に
發
表
せ
ら
れ
た
る
は
明
治
四
十
四
年
一
月
十
五
日
、
即
ち
同
裁
判
判
決

の
日
に
先
立
つ
こ
と
三
日
な
り
き
。
こ
の
寫
し
は
翌
十
六
日
の
國
民
新
聞
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
據

れ
り
。

　
こ
の
文
に
よ
り
て
、
日
本
政
府
が
裁
判
判
決
前
已
に
有
罪
を
豫
斷
し
ゐ
た
る
を
知
る
に
足
る
。
又
文
中
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「
本
年
秋
季
を
期
し
」
云
々
と
あ
る
に
よ
り
て
、
こ
の
説
明
書
が
明
治
四
十
三
年
中
に
成
り
た
る
も
の
な

る
を
知
る
べ
し
。

　
　
目
下
大
審
院
に
於
て
審
問
中
な
る
幸
徳
傳
次
郎
外
二
十
三
名
に
對
す
る
陰
謀
事
件
に
就
き
、
裁
判
所

　
の
構
成
及
其
訴
訟
手
續
等
に
關
し
、
世
上
往
々
誤
解
を
懷
き
、
裁
判
所
が
特
に
本
件
に
限
り
、
臨
時
便

　
宜
の
裁
判
を
爲
す
者
な
る
が
如
く
思
惟
す
る
者
あ
る
を
以
て
、
左
に
、
本
件
の
訴
訟
手
續
は
固
よ
り
法

　
令
に
準
據
し
、
毫
も
批
議
す
べ
き
點
な
き
所
由
の
大
要
を
説
明
す
べ
し
。

　
　
本
件
の
内
容
は
茲
に
之
を
詳
説
す
べ
き
も
の
に
非
ず
と
雖
も
、
一
言
以
て
之
を
明
か
に
す
れ
ば
、
被

　
告
人
の
多
數
は
何
れ
も
所
謂
無
政
府
共
産
主
義
者
に
屬
し
、
其
主
義
を
普
及
す
る
一
手
段
と
し
て
、
本

　
年
秋
季
を
期
し
、
恐
多
く
も
　
皇
室
に
對
し
て
弑
逆
を
敢
て
し
、
進
ん
で
國
務
大
臣
を
暗
殺
し
、
放
火

　
掠
奪
を
行
は
ん
と
の
陰
謀
を
企
て
た
る
も
の
に
し
て
、
此
の
事
實
は
被
告
人
の
多
數
の
自
白
、
爆
裂
彈

　
の
存
在
、
其
の
他
の
證
據
に
徴
し
て
頗
る
明
瞭
な
る
所
と
す
。

　
　
右
は
實
に
刑
法
第
七
十
三
條
に
該
當
す
る
犯
罪
な
り
。
故
に
裁
判
所
構
成
法
第
五
十
條
第
二
號
、
及

　
刑
事
訴
訟
法
第
七
編
に
依
り
、
大
審
院
が
特
別
に
第
一
審
に
し
て
終
審
と
し
て
裁
判
權
を
有
す
る
事
項

　
に
屬
し
、
他
の
普
通
犯
罪
に
付
き
裁
判
の
審
級
を
認
め
た
る
も
の
と
全
く
其
規
定
を
異
に
せ
り
。
而
も
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此
の
如
き
法
制
は
獨
り
我
國
の
み
な
ら
ず
、
獨
逸
國
に
於
て
も
其
の
裁
判
所
構
成
法
第
百
三
十
六
條
第

　
一
號
に
、
皇
帝
に
對
す
る
弑
逆
罪
（
豫
備
陰
謀
を
含
む
）
並
に
獨
逸
帝
國
に
對
す
る
内
亂
外
患
の
罪
に

　
付
い
て
は
、
帝
國
裁
判
所
に
於
て
特
に
第
一
審
及
終
審
の
裁
判
權
を
有
す
る
も
の
と
の
規
定
あ
り
。
又

　
英
國
の
法
制
上
、
古
來
弑
逆
罪
に
對
す
る
訴
訟
は
普
通
裁
判
所
の
外
上
院
に
於
て
も
特
別
權
限
と
し
て

　
之
を
審
問
裁
判
し
た
る
事
例
の
存
す
る
を
見
る
。
我
大
審
院
が
今
囘
の
事
件
に
付
き
裁
判
を
爲
す
に
至

　
り
た
る
は
、
即
ち
前
記
法
律
の
汽
艇
に
依
る
も
の
な
り
。
（
刑
法
第
七
十
三
條
、
裁
判
所
構
成
法
第
五

　
十
條
參
照
）

　
　
是
故
に
四
十
三
年
五
月
下
旬
長
野
縣
下
に
於
て
本
件
犯
罪
の
端
緒
發
覺
す
る
や
、
檢
事
總
長
は
當
時

　
犯
迹
の
明
な
り
し
被
告
人
幸
徳
傳
次
郎
他
六
名
に
對
し
起
訴
の
上
、
大
審
院
長
に
豫
審
判
事
を
命
ず
べ

　
き
旨
を
請
求
し
、
大
審
院
長
は
東
京
地
方
裁
判
所
豫
審
判
事
に
本
件
の
豫
審
を
な
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、

　
右
豫
審
判
事
は
其
後
本
件
陰
謀
の
共
犯
者
と
し
て
檢
事
總
長
よ
り
逐
次
起
訴
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
共
に
、

　
各
被
告
人
に
對
し
て
豫
審
を
爲
し
た
る
上
、
同
年
十
一
月
一
日
、
各
被
告
人
に
對
し
有
罪
の
意
見
を
具

　
し
て
訴
訟
記
録
を
大
審
院
に
差
出
し
、
大
審
院
は
檢
事
總
長
の
意
見
を
聽
き
た
る
上
、
同
月
十
日
本
件

　
を
同
院
の
公
判
に
附
す
べ
き
旨
の
決
定
を
與
へ
、
茲
に
本
件
の
公
判
を
開
始
す
る
に
至
り
し
も
の
な
り
。

　
（
裁
判
所
構
成
法
第
五
十
五
條
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
三
條
乃
至
第
三
百
十
五
條
參
照
）
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爾
來
公
判
は
大
に
進
行
し
、
不
日
其
終
局
を
見
ん
と
す
。
然
る
に
裁
判
所
が
公
判
開
廷
の
初
日
に
於

　
て
公
開
を
禁
止
し
た
る
爲
に
、
復
疑
を
容
る
ゝ
も
の
あ
り
と
雖
も
、
苟
も
對
審
の
公
開
に
し
て
安
寧
秩

　
序
を
害
す
る
の
虞
あ
り
と
認
め
た
る
と
き
は
、
之
を
停
止
し
得
べ
き
は
國
法
の
命
ず
る
所
に
し
て
、
裁

　
判
所
は
普
通
の
事
件
に
付
て
も
之
を
行
ふ
こ
と
を
得
。
況
ん
や
本
件
の
如
き
國
家
の
安
危
に
至
重
至
大

　
の
關
係
を
有
す
る
も
の
に
於
て
を
や
。
故
に
此
點
に
於
て
も
亦
裁
判
所
の
措
置
は
頗
る
其
當
を
得
た
る

　
も
の
な
り
。
但
し
右
の
停
止
は
獨
り
公
判
の
審
理
に
限
る
も
の
に
し
て
、
判
決
の
言
渡
が
公
開
せ
ら
る

　
べ
き
は
論
を
俟
た
ざ
る
な
り
。
尚
公
開
停
止
と
雖
も
、
裁
判
長
は
入
廷
の
特
許
を
與
ふ
る
を
至
當
と
認

　
め
た
る
も
の
に
對
し
、
之
を
入
廷
せ
し
む
る
の
權
を
有
す
る
こ
と
は
、
是
亦
法
律
の
規
定
す
る
所
に
し

　
て
、
本
件
の
審
理
に
際
し
、
公
開
停
止
中
裁
判
所
の
職
員
、
辯
護
士
、
其
他
の
者
に
し
て
特
に
裁
判
長

　
の
許
可
を
得
て
審
理
を
傍
聽
し
た
る
も
の
あ
り
し
は
、
此
手
續
を
履
み
た
る
も
の
な
り
。
（
憲
法
第
五

　
十
九
條
、
裁
判
所
構
成
法
第
百
五
條
、
同
第
百
六
條
參
照
）
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